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＊文部科学省「学校基本統計」、厚生労働省「人口動態統計」を基に作成

取材・文／本間学

【図表1】2027年度までに人口減への備えを！～減少期別18歳人口の推移【図表4】押さえておきたい私大の３大財務指標【図表5】33％が赤字～私大の経常収支差額比率状況（2021年度）

【図表2】私大入学者は50万人から32.7万人に
～私立大学の2040年度の入学者数予測

【図表3】私大の47％は
入学定員未充足
～2022年度の私立大学
入学定員充足率の分布

【図表6】
黒字・赤字の
ボーダーラインは
充足率80％
～経常収支差額比率
と収容定員充足率の
関係

（2021年度）

【図表7】
単科大のほうが
赤字傾向
～学問系統・学部数別
経常収支差額比率

人
口
減
と
私
学
経
営

        

〜
経
営
相
談
の
現
場
か
ら

私学事業団
に聞く！

　２
０
４
０
年
の
私
立
大
学
経
営
を
考

え
る
う
え
で
前
提
と
な
る
18
歳
人
口
の

動
態
予
測
を
ま
ず
は
振
り
返
り
ま
す
。

　２
０
２
２
年
の
18
歳
人
口
は
１
１
２

万
人
。
そ
れ
が
、
２
０
４
０
年
に
は
81

万
人
に
ま
で
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
ま

す
。
減
少
数
は
31
万
人
（
減
少
率
27
・

6
％
）
で
す
。
２
０
１
８
年
に
文
科
省

が
出
し
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
答
申
で

は
88
万
人
と
い
う
推
計
で
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
等
の
影
響
も
あ
り
、
当
時
よ
り

7
万
人
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　18
歳
人
口
の
減
少
は
同
じ
ペ
ー
ス
で

続
く
わ
け
で
は
な
く
、
４
つ
の
段
階
を

経
て
減
少
し
て
い
き
ま
す
【
図
表
１
】。

　2
0
2
2
年
度
比
で
、
第
一
期
（
２

０
２
２
〜
２
７
）
は
２
０
２
４
年
に

1
0
6
万
人
ま
で
減
る
以
外
は
大
き
な

変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
第
二
期

（
２
０
２
８
〜
３
２
）
で
は
約
10
％
、

第
三
期
（
２
０
３
３
〜
３
７
）
で
は

約
20
％
、
第
四
期
（
２
０
３
８
〜
４

０
）
で
は
約
30
％
も
減
少
し
ま
す
。

第
二
期
以
降
の
減
少
ペ
ー
ス
を
考
え
る

と
、
減
少
幅
が
少
な
い
第
一
期
中
、
つ

ま
り
２
０
２
７
年
ま
で
が
、
人
口
減
に

備
え
る
改
革
を
実
行
す
る
ラ
ス
ト
チ
ャ

ン
ス
と
言
え
ま
す
。

　こ
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
進
学
率
や
、

高
校
生
・
高
校
の
進
学
意
識
等
が
変
わ

ら
な
い
前
提
で
２
０
４
０
年
度
の
私
立

大
学
の
入
学
者
数
を
予
測
し
た
結
果
が

【
図
表
２
】
で
す
。

　２
０
４
０
年
度
の
私
立
大
学
の
入
学

者
数
は
約
32
・
7
万
人
。
２
０
２
２
年

度
の
入
学
者
と
比
較
し
て
約
17
・
5
万

人
（
35
％
）
の
減
少
、
減
少
率
は
約

35
％
で
す
。こ
れ
を
椅
子
に
例
え
る
と
、

今
は
１
０
０
席
埋
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

20
年
後
で
は
、
ト
ッ
プ
校
の
椅
子
か
ら

順
に
埋
ま
っ
て
い
き
、
65
席
が
埋
ま
っ

た
段
階
で
残
り
35
席
分
に
相
当
す
る
大

学
の
椅
子
は
、空
席
（
＝
入
学
者
０
人
）

に
な
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
特
定
分
野
で
秀
で
た
研
究
を
め
ざ

す
、
他
大
学
が
ま
ね
で
き
な
い
教
育
を

提
供
す
る
な
ど
、
今
後
５
年
間
で
、
各

大
学
が
そ
の
強
み
を
磨
く
努
力
が
不
可

欠
で
し
ょ
う
。

　定
員
未
充
足
に
な
る
と
、す
ぐ
に「
経

営
が
危
な
い
大
学
」
と
見
ら
れ
が
ち
で

す
が
、
必
ず
し
も
定
員
未
充
足
の
大
学

＝
赤
字
経
営
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
入
学

定
員
充
足
率
で
は
、
２
０
２
２
年
度
は

約
47
％
の
私
立
大
学
が
未
充
足
で
し
た

が
【
図
表
3
】、
経
営
上
は
収
容
定
員

充
足
状
況
の
ほ
う
が
よ
り
重
要
で
す
。

さ
ら
に
【
図
表
6
】
の
よ
う
に
、
収
容

定
員
未
充
足
で
も
黒
字
の
大
学
は
あ
り

ま
す
。
実
際
の
状
況
は
財
務
を
よ
り
詳

し
く
見
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。
大
学

の
財
務
状
況
は
、「
事
業
活
動
収
支
計

算
書
」
と
「
貸
借
対
照
表
」
で
確
認
で

き
ま
す
。
中
で
も
押
さ
え
て
お
き
た
い

指
標
は
3
つ
あ
り
ま
す
【
図
表
4
】。

　ま
ず
、
確
認
し
た
い
の
が
「
事
業
活

動
収
支
計
算
書
」
の
①
経
常
収
支
差
額

比
率
で
す
。
こ
れ
は
、
大
学
の
経
常
的

活
動
の
収
支
を
把
握
す
る
も
の
で
、
こ

れ
が
プ
ラ
ス
な
ら
い
わ
ゆ
る
黒
字
、
マ

イ
ナ
ス
な
ら
赤
字
に
な
り
ま
す
。

　赤
字
の
場
合
、
ど
こ
か
で
補
填
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
際
に
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
の
が
、②
減
価
償
却
額
補

正
後
の
経
常
収
支
差
額
比
率
で
す
。①

の
計
算
に
必
要
な
経
常
収
支
差
額
に
は

現
金
の
支
出
を
伴
わ
な
い
減
価
償
却
額

が
含
ま
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
除
外
し
た

数
値
を
出
し
ま
す
。②
が
プ
ラ
ス
の
場

合
、
収
支
上
は
赤
字
で
す
が
、
現
金
は

生
み
出
さ
れ
て
い
る
状
態
で
す
。
し
か

し
、
マ
イ
ナ
ス
の
場
合
は
、
貯
金
か
ら

赤
字
を
補
填
し
て
い
る
状
態
、
つ
ま
り

現
金
が
出
て
い
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

　現
金
が
減
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

ど
れ
く
ら
い
財
政
的
余
裕
が
あ
る
の
か

把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が

わ
か
る
の
が
③
運
用
資
産
の
額
で
す
。

こ
れ
は
現
金
化
可
能
な
金
融
資
産
の
保

有
額
で
、
貸
借
対
照
表
で
確
認
で
き
ま

す
。
こ
れ
ら
の
指
標
を
見
れ
ば
、
自
学

が
今
、
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
、
将

来
的
に
ど
う
な
る
の
か
を
あ
る
程
度
、

把
握
で
き
ま
す
。
私
学
事
業
団
の
調
べ

で
は
、
私
立
大
学
の
約
33
％
が
、①
経

常
収
支
差
額
比
率
が
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
【
図
表
5
】。

　【図
表
6
】
は
経
常
収
支
差
額
比
率

と
収
容
定
員
充
足
率
を
結
び
つ
け
た
グ

ラ
フ
で
す
。
縦
軸
が
経
常
収
支
差
額
比

率
、
横
軸
が
収
容
定
員
充
足
率
で
す
。

赤
の
実
線
よ
り
上
に
あ
る
の
が
黒
字
の

大
学
、
下
に
あ
る
の
が
赤
字
の
大
学
で

す
。
収
容
定
員
充
足
率
が
1
0
0
に
満

た
な
く
て
も
、
黒
字
に
な
っ
て
い
る
大

学
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。
定
員
割

れ
で
も
収
容
定
員
充
足
率
が
80
％
以
上

で
あ
れ
ば
、
黒
字
の
大
学
は
多
く
、

80
％
が
一
つ
の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

指標 わかること 算定式

459,746人

？ 　　

326,596人

▲175,410人

▲34.9%

100%以上
53%

90%台
16%

80%台
13%

60%台 
6%

50%未満 
2%

70%台 
9%

50%台 3%

日本私立学校振興・
共済事業団
私学経営情報センター
経営支援室長＊

新倉 健二
にいくらけんじ●1992年
に私学事業団に入職後、寄
付金課、補助金課、私学経
営情報センター等を経て、
2014年４月から2016年３月
まで文部科学省高等教育局
私学部に出向し、参事官付
専門官を務める。2022年４
月より現職。  　 ＊取材当時
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＊私学事業団「令和4年度版 今日の私学財政 大学・短期大学編」を基に作成
　（他と条件が異なる医・薬学系除く）

将来の施設更新・拡充
等のために蓄積した
資産のうち現金化が
可能な金融資産額

経常的な活動で
キャッシュを生み出して
いるかどうか

①経常収支
差額比率

②減価償却
額補正後の
経常収支
差額比率

③運用資産
の額

経常的な活動で
黒字か赤字か

経常収支差額

×100

大学部門

度数（校）

合計

611

収容定員充足率（%）

経
常
収
支
差
額
比
率

（%）

＊グラフ表示は、経常収支差額比率が△100％～80％の範囲に限定している
＊私学事業団「学校法人基礎調査」を基に作成

※複数学部・・・系統が異なる学部を
設置する学校（例：理工学部と文
学部がある場合：理工他複数学部）
※単一学部・・・同じ系統の学部を
複数または単独で設置する学校

（例：法学部と経営学部がある場
合：社会科学系学部）
※比率は、系統区分ごとに経常収
支差額比率を算出したものである。

80

60

40

20

0

△20

△40

△60

△80

△100
0 20 40 60 80 100 120 140

階級幅2.5

＊私学事業団「令和4年度版 今日の私学財政 大学・短期大学編」を基に作成 ＊私学事業団提供資料を基に作成
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202校（33.1％）が
マイナス

（校）

教育活動
収入計

教育活動外
収入計

×100
教育活動
収入計

教育活動外
収入計

経常
収支差額

減価償却額
【教育研究経費】

減価償却額
【管理経費】

特定
資産

有価証券
【その他の固定資産】

現金
預金

有価証券
【流動資産】

32
36

167
147
24
48
17
17
30
8

11
5

24
28

611

▲12.2%
7.0%

10.5%
8.8%
9.8%
7.5%

▲1.6%
▲3.2%

5.7%
▲3.2%
▲4.5%

8.0%
8.1%
7.7%
4.1%

2021年度
学校数系統区分

医歯他複数学部
薬他複数学部
理工他複数学部
文他複数学部
その他複数学部

保健系学部
理工農系学部
人文科学系学部
社会科学系学部
家政学部
教育学部
体育学部
芸術学部
その他学部

理工系学部

文系学部

その他学部

大学全体

複数
学部

単一
学部

収定80％
以上

経常収支
差額プラス

396校
（64.8％）

収定80％
以上

経常収支
差額マイナス

147校
（24.1％）

収定80％
未満

経常収支
差額マイナス

55校
（9.9％）

計算式2040年度予測
811,622人 × 56.6%

459,746人 － 133,150人

326,596人 － 502,006人

175,410人 ÷ 502，006人

（万人）

第一期
大幅な減少はない

第二期
約10％減少

第三期
約20％減少

第四期
約30％減少

この時期までに
改革を実行し、
今後の人口減少へ

備える

2022～
2040年までに
27.6％減少

2040年の18歳人口
〈2021年出生数〉

大学進学率
〈2022年度実績〉

国公立大学入学者教
〈2022年度実績〉

私立大学入学者数
〈2022年度実績〉

私立大学入学者
数減少数

私立大学入学者数
〈2022年度実績〉）

人
口
減

定
員
未
充
足
と

経
営
の
関
係
は
？

2
0
4
0
年
の

私
大
の
経
営
状
況
は
？

　学
問
系
統
別
の
経
常
収
支
差
額
比
率

の
状
況
も
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

【
P
．
13
図
表
7
】。
こ
こ
で
は
系
統
が

異
な
る
学
部
を
設
置
す
る
大
学
を
「
複

数
学
部
」、
同
じ
系
統
の
学
部
を
複
数

ま
た
は
単
独
で
設
置
す
る
大
学
を
「
単

一
学
部
」
と
示
し
て
い
ま
す
。
全
体
と

し
て「
複
数
学
部
」よ
り
も「
単
一
学
部
」

に
経
常
収
支
差
額
比
率
マ
イ
ナ
ス
の
大

学
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
特
に
家
政
、

教
育
は
定
員
充
足
率
も
下
が
っ
て
き
て

い
る
の
で
早
急
に
対
策
す
べ
き
で
す
。

　人
口
減
に
対
応
し
た
改
革
を
進
め
る

に
は
、
ま
ず
自
学
の
現
在
地
の
確
認
が

重
要
で
す
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
財
務

状
況
を
知
っ
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
財
務
状
況
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
表
を
【
図
表
８
】
に
示
し
ま
し
た
。

準
備
す
る
の
は
、
数
年
分
の
「
事
業
活

動
収
支
計
算
書
」
と
「
貸
借
対
照
表
」、

そ
し
て
「
資
金
収
支
計
算
書
」
で
す
。

　最
初
は
、①
の
経
常
収
支
差
額
の

チ
ェ
ッ
ク
で
す
。
こ
れ
は
経
常
収
入
か

ら
経
常
支
出
を
引
い
た
額
。
プ
ラ
ス
で

あ
れ
ば
黒
字
で
す
が
、
プ
ラ
ス
幅
が

年
々
減
少
し
て
い
る
場
合
、
経
営
が
悪

化
し
て
い
る
兆
候
と
言
え
ま
す
。他
方
、

マ
イ
ナ
ス
、
つ
ま
り
赤
字
の
場
合
は
②

の
チ
ェ
ッ
ク
に
進
み
ま
す
。

　経
常
収
支
差
額
が
マ
イ
ナ
ス
の
場
合
、

経
常
支
出
か
ら
減
価
償
却
額
を
引
い
て

経
常
収
支
差
額
を
出
し
ま
す
。
プ
ラ
ス

な
ら
、
手
持
ち
の
運
用
資
産
を
減
ら
さ

ず
に
施
設
・
設
備
関
係
等
の
支
出
に
充

当
で
き
ま
す
が
、
全
て
賄
え
る
ほ
ど
の

プ
ラ
ス
で
な
け
れ
ば
、
運
用
資
産
か
ら

不
足
分
を
補
う
た
め
、
手
持
ち
資
金
は

減
少
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ス（
支
出
超
過
）

の
場
合
、
そ
れ
が
続
く
と
い
ず
れ
資
金

繰
り
に
窮
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　経
常
収
支
差
額
と
減
価
償
却
額
補
正

後
の
経
常
収
支
差
額
の
両
方
が
マ
イ
ナ

ス
な
ら
（
③
）、
運
用
資
産
で
そ
の
マ

イ
ナ
ス
分
を
、
あ
と
何
年
賄
え
る
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
（
④
）。
仮
に
不
足

分
が
50
で
も
、
運
用
資
産
が
5
0
0
あ

れ
ば
、
10
年
は
賄
え
る
と
い
う
目
算
が

立
ち
ま
す
。

　経
営
陣
は
、
こ
の
チ
ェ
ッ
ク
結
果
を

今
後
２
０
４
０
年
ま
で
に
18
歳
人
口
が

三
割
減
る
と
い
う
予
測
も
含
め
て
評

価
し
、
将
来
的
に
収
支
構
造
を
ど
う
変

え
て
い
く
の
か
を
、
考
え
る
必
要
が
あ

る
で
し
ょ
う
。

　大
学
経
営
が
悪
化
す
る
要
因
を
整
理

す
る
と
、
大
き
く
3
つ
の
類
型
、「
収

入
急
減
・
恒
常
的
収
入
不
足
型
」「
支

出
過
剰
型
」「
過
大
投
資
型
」
に
分
け

ら
れ
ま
す
【
図
表
9
】。
実
際
は
３
つ

が
絡
み
合
っ
て
経
営
が
悪
化
す
る
ケ
ー

ス
が
多
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
ら
が
生
ま

れ
る
要
因
と
し
て
は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
機

能
の
不
足
、
目
標
と
な
る
中
長
期
計
画

が
な
い
、
経
営
側
と
大
学
側
の
連
携
の

欠
如
が
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　例
え
ば
「
前
年
と
比
べ
て
○
億
円
マ

イ
ナ
ス
」
と
い
う
結
果
が
出
て
も
、「
来

年
、
な
ん
と
か
入
学
者
を
増
や
そ
う
」

と
い
う
話
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。本
来
、

経
常
収
支
差
額
が
マ
イ
ナ
ス
で
あ
れ

ば
、
将
来
に
わ
た
っ
て
リ
ス
ク
を
抱
え

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
改
革
を
進
め
て

財
務
を
改
善
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

が
、
そ
こ
ま
で
話
が
進
ま
な
い
。
あ
る

い
は
、
経
営
層
が
課
題
を
把
握
す
る
だ

け
で
、
現
場
に
十
分
な
説
明
が
な
さ
れ

て
い
な
い
。こ
う
し
た
状
況
を
脱
却
し
、

人
口
減
を
皆
で
乗
り
切
る
た
め
に
は
、

「
情
報
共
有
」と「
当
事
者
意
識
の
醸
成
」

の
2
点
が
必
須
で
す
。「
情
報
共
有
」

は
学
内
だ
け
で
な
く
、
法
人
と
大
学
の

間
で
不
足
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
よ

う
で
す
。

　「当
事
者
意
識
の
醸
成
」
に
は
、
掲

げ
た
目
標
に
対
し
て
、
ど
う
し
た
ら
達

成
で
き
る
か
、
具
体
的
な
方
策
を
各
部

署
で
考
え
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で

す
。
た
と
え
ば
「
入
学
者
を
30
人
増
」

と
い
う
目
標
の
場
合
。
短
期
的
な
方
策

と
し
て
高
校
訪
問
な
ど
の
募
集
活
動
の

強
化
策
を
、
中
長
期
的
な
方
策
と
し
て

入
試
改
革
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
各
部
署

か
ら
出
し
て
も
ら
う
↓
執
行
部
が
そ
れ

を
取
捨
選
択
し
て
計
画
に
ま
と
め
る
↓

各
部
署
が
実
行
、理
事
会
等
で
評
価
し
、

改
善
を
指
示
し
て
次
の
取
り
組
み
、
計

画
に
つ
な
げ
る
。
い
わ
ゆ
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

を
回
す
中
で
、
当
事
者
意
識
は
徐
々
に

醸
成
さ
れ
て
い
く
も
の
で
す
。

　今
後
は
、
不
採
算
部
門
の
整
理
・
縮

小
、
人
件
費
の
カ
ッ
ト
な
ど
、
痛
み
を

伴
う
改
革
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も

出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
場
合
も
改

革
後
の
プ
ラ
ン
を
し
っ
か
り
示
さ
な
い

と
、
教
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持

が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　本
事
業
団
で
は
経
営
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
【
図
表
10
】。
相
談
希
望

が
多
い
の
は
、「
財
務
の
分
析
・
比
較
」

「
人
事
政
策
・
人
件
費
の
見
直
し
」「
学

生
生
徒
等
の
確
保
」
で
す
。
事
業
団
保

有
の
デ
ー
タ
か
ら
客
観
的
な
自
学
の
現

在
地
や
収
支
の
弱
点
を
知
り
、
自
分
た

ち
が
ど
こ
に
向
か
う
の
か
、
将
来
像
を

考
え
て
計
画
的
に
経
営
改
善
に
取
り
組

ん
だ
結
果
、
経
営
悪
化
か
ら
脱
し
た
大

学
は
あ
り
ま
す
。

　あ
る
日
突
然
、
資
金
シ
ョ
ー
ト
し
て

電
気
・
ガ
ス
が
止
ま
り
、
学
生
の
教
育

機
会
を
奪
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
た

い
。
人
口
減
へ
の
対
応
は
、
ま
ず
は
自

学
の
現
在
地
の
確
認
か
ら
で
す
。
改
革

の
リ
ミ
ッ
ト
ま
で
、
あ
と
5
年
で
す
。

大学入学者数 635,156人

498,019人

502,006人

2022年度

私立大学
入学者減少割合

私立大学
入学者減少数

私立大学
入学者数

私立大学
入学定員

比率

（年度）

ほ
て
ん

＊文部科学省「学校基本統計」、私学事業団「令和4（2022）年度 私立大学・短期大学等入学
  志願動向」を基に作成

＊私学事業団「令和4（2022）年度 私立大学・
　短期大学等入学志願動向」を基に作成

特集  みんなで挑む！人口減

13 No.308 12No.308

＊文部科学省「学校基本統計」、厚生労働省「人口動態統計」を基に作成

取材・文／本間学

【図表1】2027年度までに人口減への備えを！～減少期別18歳人口の推移【図表4】押さえておきたい私大の３大財務指標【図表5】33％が赤字～私大の経常収支差額比率状況（2021年度）

【図表2】私大入学者は50万人から32.7万人に
～私立大学の2040年度の入学者数予測

【図表3】私大の47％は
入学定員未充足
～2022年度の私立大学
入学定員充足率の分布

【図表6】
黒字・赤字の
ボーダーラインは
充足率80％
～経常収支差額比率
と収容定員充足率の
関係

（2021年度）

【図表7】
単科大のほうが
赤字傾向
～学問系統・学部数別
経常収支差額比率

人
口
減
と
私
学
経
営

        

〜
経
営
相
談
の
現
場
か
ら

私学事業団
に聞く！

　２
０
４
０
年
の
私
立
大
学
経
営
を
考

え
る
う
え
で
前
提
と
な
る
18
歳
人
口
の

動
態
予
測
を
ま
ず
は
振
り
返
り
ま
す
。

　２
０
２
２
年
の
18
歳
人
口
は
１
１
２

万
人
。
そ
れ
が
、
２
０
４
０
年
に
は
81

万
人
に
ま
で
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
ま

す
。
減
少
数
は
31
万
人
（
減
少
率
27
・

6
％
）
で
す
。
２
０
１
８
年
に
文
科
省

が
出
し
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
答
申
で

は
88
万
人
と
い
う
推
計
で
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
等
の
影
響
も
あ
り
、
当
時
よ
り

7
万
人
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　18
歳
人
口
の
減
少
は
同
じ
ペ
ー
ス
で

続
く
わ
け
で
は
な
く
、
４
つ
の
段
階
を

経
て
減
少
し
て
い
き
ま
す
【
図
表
１
】。

　2
0
2
2
年
度
比
で
、
第
一
期
（
２

０
２
２
〜
２
７
）
は
２
０
２
４
年
に

1
0
6
万
人
ま
で
減
る
以
外
は
大
き
な

変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
第
二
期

（
２
０
２
８
〜
３
２
）
で
は
約
10
％
、

第
三
期
（
２
０
３
３
〜
３
７
）
で
は

約
20
％
、
第
四
期
（
２
０
３
８
〜
４

０
）
で
は
約
30
％
も
減
少
し
ま
す
。

第
二
期
以
降
の
減
少
ペ
ー
ス
を
考
え
る

と
、
減
少
幅
が
少
な
い
第
一
期
中
、
つ

ま
り
２
０
２
７
年
ま
で
が
、
人
口
減
に

備
え
る
改
革
を
実
行
す
る
ラ
ス
ト
チ
ャ

ン
ス
と
言
え
ま
す
。

　こ
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
進
学
率
や
、

高
校
生
・
高
校
の
進
学
意
識
等
が
変
わ

ら
な
い
前
提
で
２
０
４
０
年
度
の
私
立

大
学
の
入
学
者
数
を
予
測
し
た
結
果
が

【
図
表
２
】
で
す
。

　２
０
４
０
年
度
の
私
立
大
学
の
入
学

者
数
は
約
32
・
7
万
人
。
２
０
２
２
年

度
の
入
学
者
と
比
較
し
て
約
17
・
5
万

人
（
35
％
）
の
減
少
、
減
少
率
は
約

35
％
で
す
。こ
れ
を
椅
子
に
例
え
る
と
、

今
は
１
０
０
席
埋
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

20
年
後
で
は
、
ト
ッ
プ
校
の
椅
子
か
ら

順
に
埋
ま
っ
て
い
き
、
65
席
が
埋
ま
っ

た
段
階
で
残
り
35
席
分
に
相
当
す
る
大

学
の
椅
子
は
、空
席
（
＝
入
学
者
０
人
）

に
な
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
特
定
分
野
で
秀
で
た
研
究
を
め
ざ

す
、
他
大
学
が
ま
ね
で
き
な
い
教
育
を

提
供
す
る
な
ど
、
今
後
５
年
間
で
、
各

大
学
が
そ
の
強
み
を
磨
く
努
力
が
不
可

欠
で
し
ょ
う
。

　定
員
未
充
足
に
な
る
と
、す
ぐ
に「
経

営
が
危
な
い
大
学
」
と
見
ら
れ
が
ち
で

す
が
、
必
ず
し
も
定
員
未
充
足
の
大
学

＝
赤
字
経
営
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
入
学

定
員
充
足
率
で
は
、
２
０
２
２
年
度
は

約
47
％
の
私
立
大
学
が
未
充
足
で
し
た

が
【
図
表
3
】、
経
営
上
は
収
容
定
員

充
足
状
況
の
ほ
う
が
よ
り
重
要
で
す
。

さ
ら
に
【
図
表
6
】
の
よ
う
に
、
収
容

定
員
未
充
足
で
も
黒
字
の
大
学
は
あ
り

ま
す
。
実
際
の
状
況
は
財
務
を
よ
り
詳

し
く
見
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。
大
学

の
財
務
状
況
は
、「
事
業
活
動
収
支
計

算
書
」
と
「
貸
借
対
照
表
」
で
確
認
で

き
ま
す
。
中
で
も
押
さ
え
て
お
き
た
い

指
標
は
3
つ
あ
り
ま
す
【
図
表
4
】。

　ま
ず
、
確
認
し
た
い
の
が
「
事
業
活

動
収
支
計
算
書
」
の
①
経
常
収
支
差
額

比
率
で
す
。
こ
れ
は
、
大
学
の
経
常
的

活
動
の
収
支
を
把
握
す
る
も
の
で
、
こ

れ
が
プ
ラ
ス
な
ら
い
わ
ゆ
る
黒
字
、
マ

イ
ナ
ス
な
ら
赤
字
に
な
り
ま
す
。

　赤
字
の
場
合
、
ど
こ
か
で
補
填
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
際
に
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
の
が
、②
減
価
償
却
額
補

正
後
の
経
常
収
支
差
額
比
率
で
す
。①

の
計
算
に
必
要
な
経
常
収
支
差
額
に
は

現
金
の
支
出
を
伴
わ
な
い
減
価
償
却
額

が
含
ま
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
除
外
し
た

数
値
を
出
し
ま
す
。②
が
プ
ラ
ス
の
場

合
、
収
支
上
は
赤
字
で
す
が
、
現
金
は

生
み
出
さ
れ
て
い
る
状
態
で
す
。
し
か

し
、
マ
イ
ナ
ス
の
場
合
は
、
貯
金
か
ら

赤
字
を
補
填
し
て
い
る
状
態
、
つ
ま
り

現
金
が
出
て
い
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

　現
金
が
減
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

ど
れ
く
ら
い
財
政
的
余
裕
が
あ
る
の
か

把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が

わ
か
る
の
が
③
運
用
資
産
の
額
で
す
。

こ
れ
は
現
金
化
可
能
な
金
融
資
産
の
保

有
額
で
、
貸
借
対
照
表
で
確
認
で
き
ま

す
。
こ
れ
ら
の
指
標
を
見
れ
ば
、
自
学

が
今
、
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
、
将

来
的
に
ど
う
な
る
の
か
を
あ
る
程
度
、

把
握
で
き
ま
す
。
私
学
事
業
団
の
調
べ

で
は
、
私
立
大
学
の
約
33
％
が
、①
経

常
収
支
差
額
比
率
が
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
【
図
表
5
】。

　【図
表
6
】
は
経
常
収
支
差
額
比
率

と
収
容
定
員
充
足
率
を
結
び
つ
け
た
グ

ラ
フ
で
す
。
縦
軸
が
経
常
収
支
差
額
比

率
、
横
軸
が
収
容
定
員
充
足
率
で
す
。

赤
の
実
線
よ
り
上
に
あ
る
の
が
黒
字
の

大
学
、
下
に
あ
る
の
が
赤
字
の
大
学
で

す
。
収
容
定
員
充
足
率
が
1
0
0
に
満

た
な
く
て
も
、
黒
字
に
な
っ
て
い
る
大

学
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。
定
員
割

れ
で
も
収
容
定
員
充
足
率
が
80
％
以
上

で
あ
れ
ば
、
黒
字
の
大
学
は
多
く
、

80
％
が
一
つ
の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

指標 わかること 算定式

459,746人

？ 　　

326,596人

▲175,410人

▲34.9%

100%以上
53%

90%台
16%

80%台
13%

60%台 
6%

50%未満 
2%

70%台 
9%

50%台 3%

日本私立学校振興・
共済事業団
私学経営情報センター
経営支援室長＊

新倉 健二
にいくらけんじ●1992年
に私学事業団に入職後、寄
付金課、補助金課、私学経
営情報センター等を経て、
2014年４月から2016年３月
まで文部科学省高等教育局
私学部に出向し、参事官付
専門官を務める。2022年４
月より現職。  　 ＊取材当時
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＊私学事業団「令和4年度版 今日の私学財政 大学・短期大学編」を基に作成
　（他と条件が異なる医・薬学系除く）

将来の施設更新・拡充
等のために蓄積した
資産のうち現金化が
可能な金融資産額

経常的な活動で
キャッシュを生み出して
いるかどうか

①経常収支
差額比率

②減価償却
額補正後の
経常収支
差額比率

③運用資産
の額

経常的な活動で
黒字か赤字か

経常収支差額

×100

大学部門

度数（校）

合計

611

収容定員充足率（%）

経
常
収
支
差
額
比
率

（%）

＊グラフ表示は、経常収支差額比率が△100％～80％の範囲に限定している
＊私学事業団「学校法人基礎調査」を基に作成

※複数学部・・・系統が異なる学部を
設置する学校（例：理工学部と文
学部がある場合：理工他複数学部）
※単一学部・・・同じ系統の学部を
複数または単独で設置する学校

（例：法学部と経営学部がある場
合：社会科学系学部）
※比率は、系統区分ごとに経常収
支差額比率を算出したものである。
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＊私学事業団「令和4年度版 今日の私学財政 大学・短期大学編」を基に作成 ＊私学事業団提供資料を基に作成
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202校（33.1％）が
マイナス

（校）

教育活動
収入計

教育活動外
収入計

×100
教育活動
収入計

教育活動外
収入計

経常
収支差額

減価償却額
【教育研究経費】

減価償却額
【管理経費】

特定
資産

有価証券
【その他の固定資産】

現金
預金

有価証券
【流動資産】

32
36

167
147
24
48
17
17
30
8

11
5

24
28
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▲12.2%
7.0%

10.5%
8.8%
9.8%
7.5%

▲1.6%
▲3.2%

5.7%
▲3.2%
▲4.5%

8.0%
8.1%
7.7%
4.1%

2021年度
学校数系統区分

医歯他複数学部
薬他複数学部
理工他複数学部
文他複数学部
その他複数学部

保健系学部
理工農系学部
人文科学系学部
社会科学系学部
家政学部
教育学部
体育学部
芸術学部
その他学部

理工系学部

文系学部

その他学部

大学全体

複数
学部

単一
学部

収定80％
以上

経常収支
差額プラス

396校
（64.8％）

収定80％
以上

経常収支
差額マイナス

147校
（24.1％）

収定80％
未満

経常収支
差額マイナス

55校
（9.9％）

計算式2040年度予測
811,622人 × 56.6%

459,746人 － 133,150人

326,596人 － 502,006人

175,410人 ÷ 502，006人

（万人）

第一期
大幅な減少はない

第二期
約10％減少

第三期
約20％減少

第四期
約30％減少

この時期までに
改革を実行し、
今後の人口減少へ

備える

2022～
2040年までに
27.6％減少

2040年の18歳人口
〈2021年出生数〉

大学進学率
〈2022年度実績〉

国公立大学入学者教
〈2022年度実績〉

私立大学入学者数
〈2022年度実績〉

私立大学入学者
数減少数

私立大学入学者数
〈2022年度実績〉）

人
口
減

定
員
未
充
足
と

経
営
の
関
係
は
？

2
0
4
0
年
の

私
大
の
経
営
状
況
は
？

　学
問
系
統
別
の
経
常
収
支
差
額
比
率

の
状
況
も
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

【
P
．
13
図
表
7
】。
こ
こ
で
は
系
統
が

異
な
る
学
部
を
設
置
す
る
大
学
を
「
複

数
学
部
」、
同
じ
系
統
の
学
部
を
複
数

ま
た
は
単
独
で
設
置
す
る
大
学
を
「
単

一
学
部
」
と
示
し
て
い
ま
す
。
全
体
と

し
て「
複
数
学
部
」よ
り
も「
単
一
学
部
」

に
経
常
収
支
差
額
比
率
マ
イ
ナ
ス
の
大

学
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
特
に
家
政
、

教
育
は
定
員
充
足
率
も
下
が
っ
て
き
て

い
る
の
で
早
急
に
対
策
す
べ
き
で
す
。

　人
口
減
に
対
応
し
た
改
革
を
進
め
る

に
は
、
ま
ず
自
学
の
現
在
地
の
確
認
が

重
要
で
す
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
財
務

状
況
を
知
っ
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
財
務
状
況
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
表
を
【
図
表
８
】
に
示
し
ま
し
た
。

準
備
す
る
の
は
、
数
年
分
の
「
事
業
活

動
収
支
計
算
書
」
と
「
貸
借
対
照
表
」、

そ
し
て
「
資
金
収
支
計
算
書
」
で
す
。

　最
初
は
、①
の
経
常
収
支
差
額
の

チ
ェ
ッ
ク
で
す
。
こ
れ
は
経
常
収
入
か

ら
経
常
支
出
を
引
い
た
額
。
プ
ラ
ス
で

あ
れ
ば
黒
字
で
す
が
、
プ
ラ
ス
幅
が

年
々
減
少
し
て
い
る
場
合
、
経
営
が
悪

化
し
て
い
る
兆
候
と
言
え
ま
す
。他
方
、

マ
イ
ナ
ス
、
つ
ま
り
赤
字
の
場
合
は
②

の
チ
ェ
ッ
ク
に
進
み
ま
す
。

　経
常
収
支
差
額
が
マ
イ
ナ
ス
の
場
合
、

経
常
支
出
か
ら
減
価
償
却
額
を
引
い
て

経
常
収
支
差
額
を
出
し
ま
す
。
プ
ラ
ス

な
ら
、
手
持
ち
の
運
用
資
産
を
減
ら
さ

ず
に
施
設
・
設
備
関
係
等
の
支
出
に
充

当
で
き
ま
す
が
、
全
て
賄
え
る
ほ
ど
の

プ
ラ
ス
で
な
け
れ
ば
、
運
用
資
産
か
ら

不
足
分
を
補
う
た
め
、
手
持
ち
資
金
は

減
少
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ス（
支
出
超
過
）

の
場
合
、
そ
れ
が
続
く
と
い
ず
れ
資
金

繰
り
に
窮
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　経
常
収
支
差
額
と
減
価
償
却
額
補
正

後
の
経
常
収
支
差
額
の
両
方
が
マ
イ
ナ

ス
な
ら
（
③
）、
運
用
資
産
で
そ
の
マ

イ
ナ
ス
分
を
、
あ
と
何
年
賄
え
る
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
（
④
）。
仮
に
不
足

分
が
50
で
も
、
運
用
資
産
が
5
0
0
あ

れ
ば
、
10
年
は
賄
え
る
と
い
う
目
算
が

立
ち
ま
す
。

　経
営
陣
は
、
こ
の
チ
ェ
ッ
ク
結
果
を

今
後
２
０
４
０
年
ま
で
に
18
歳
人
口
が

三
割
減
る
と
い
う
予
測
も
含
め
て
評

価
し
、
将
来
的
に
収
支
構
造
を
ど
う
変

え
て
い
く
の
か
を
、
考
え
る
必
要
が
あ

る
で
し
ょ
う
。

　大
学
経
営
が
悪
化
す
る
要
因
を
整
理

す
る
と
、
大
き
く
3
つ
の
類
型
、「
収

入
急
減
・
恒
常
的
収
入
不
足
型
」「
支

出
過
剰
型
」「
過
大
投
資
型
」
に
分
け

ら
れ
ま
す
【
図
表
9
】。
実
際
は
３
つ

が
絡
み
合
っ
て
経
営
が
悪
化
す
る
ケ
ー

ス
が
多
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
ら
が
生
ま

れ
る
要
因
と
し
て
は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
機

能
の
不
足
、
目
標
と
な
る
中
長
期
計
画

が
な
い
、
経
営
側
と
大
学
側
の
連
携
の

欠
如
が
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　例
え
ば
「
前
年
と
比
べ
て
○
億
円
マ

イ
ナ
ス
」
と
い
う
結
果
が
出
て
も
、「
来

年
、
な
ん
と
か
入
学
者
を
増
や
そ
う
」

と
い
う
話
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。本
来
、

経
常
収
支
差
額
が
マ
イ
ナ
ス
で
あ
れ

ば
、
将
来
に
わ
た
っ
て
リ
ス
ク
を
抱
え

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
改
革
を
進
め
て

財
務
を
改
善
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

が
、
そ
こ
ま
で
話
が
進
ま
な
い
。
あ
る

い
は
、
経
営
層
が
課
題
を
把
握
す
る
だ

け
で
、
現
場
に
十
分
な
説
明
が
な
さ
れ

て
い
な
い
。こ
う
し
た
状
況
を
脱
却
し
、

人
口
減
を
皆
で
乗
り
切
る
た
め
に
は
、

「
情
報
共
有
」と「
当
事
者
意
識
の
醸
成
」

の
2
点
が
必
須
で
す
。「
情
報
共
有
」

は
学
内
だ
け
で
な
く
、
法
人
と
大
学
の

間
で
不
足
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
よ

う
で
す
。

　「当
事
者
意
識
の
醸
成
」
に
は
、
掲

げ
た
目
標
に
対
し
て
、
ど
う
し
た
ら
達

成
で
き
る
か
、
具
体
的
な
方
策
を
各
部

署
で
考
え
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で

す
。
た
と
え
ば
「
入
学
者
を
30
人
増
」

と
い
う
目
標
の
場
合
。
短
期
的
な
方
策

と
し
て
高
校
訪
問
な
ど
の
募
集
活
動
の

強
化
策
を
、
中
長
期
的
な
方
策
と
し
て

入
試
改
革
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
各
部
署

か
ら
出
し
て
も
ら
う
↓
執
行
部
が
そ
れ

を
取
捨
選
択
し
て
計
画
に
ま
と
め
る
↓

各
部
署
が
実
行
、理
事
会
等
で
評
価
し
、

改
善
を
指
示
し
て
次
の
取
り
組
み
、
計

画
に
つ
な
げ
る
。
い
わ
ゆ
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

を
回
す
中
で
、
当
事
者
意
識
は
徐
々
に

醸
成
さ
れ
て
い
く
も
の
で
す
。

　今
後
は
、
不
採
算
部
門
の
整
理
・
縮

小
、
人
件
費
の
カ
ッ
ト
な
ど
、
痛
み
を

伴
う
改
革
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も

出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
場
合
も
改

革
後
の
プ
ラ
ン
を
し
っ
か
り
示
さ
な
い

と
、
教
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持

が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　本
事
業
団
で
は
経
営
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
【
図
表
10
】。
相
談
希
望

が
多
い
の
は
、「
財
務
の
分
析
・
比
較
」

「
人
事
政
策
・
人
件
費
の
見
直
し
」「
学

生
生
徒
等
の
確
保
」
で
す
。
事
業
団
保

有
の
デ
ー
タ
か
ら
客
観
的
な
自
学
の
現

在
地
や
収
支
の
弱
点
を
知
り
、
自
分
た

ち
が
ど
こ
に
向
か
う
の
か
、
将
来
像
を

考
え
て
計
画
的
に
経
営
改
善
に
取
り
組

ん
だ
結
果
、
経
営
悪
化
か
ら
脱
し
た
大

学
は
あ
り
ま
す
。

　あ
る
日
突
然
、
資
金
シ
ョ
ー
ト
し
て

電
気
・
ガ
ス
が
止
ま
り
、
学
生
の
教
育

機
会
を
奪
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
た

い
。
人
口
減
へ
の
対
応
は
、
ま
ず
は
自

学
の
現
在
地
の
確
認
か
ら
で
す
。
改
革

の
リ
ミ
ッ
ト
ま
で
、
あ
と
5
年
で
す
。

大学入学者数 635,156人

498,019人

502,006人

2022年度

私立大学
入学者減少割合

私立大学
入学者減少数

私立大学
入学者数

私立大学
入学定員

比率

（年度）

ほ
て
ん

＊文部科学省「学校基本統計」、私学事業団「令和4（2022）年度 私立大学・短期大学等入学
  志願動向」を基に作成

＊私学事業団「令和4（2022）年度 私立大学・
　短期大学等入学志願動向」を基に作成
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＊【図表８～10】は私学事業団提供資料を基に作成

　２
０
４
０
年
の
私
立
大
学
経
営
を
考

え
る
う
え
で
前
提
と
な
る
18
歳
人
口
の

動
態
予
測
を
ま
ず
は
振
り
返
り
ま
す
。

　２
０
２
２
年
の
18
歳
人
口
は
１
１
２

万
人
。
そ
れ
が
、
２
０
４
０
年
に
は
81

万
人
に
ま
で
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
ま

す
。
減
少
数
は
31
万
人
（
減
少
率
27
・

6
％
）
で
す
。
２
０
１
８
年
に
文
科
省

が
出
し
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
答
申
で

は
88
万
人
と
い
う
推
計
で
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
等
の
影
響
も
あ
り
、
当
時
よ
り

7
万
人
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　18
歳
人
口
の
減
少
は
同
じ
ペ
ー
ス
で

続
く
わ
け
で
は
な
く
、
４
つ
の
段
階
を

経
て
減
少
し
て
い
き
ま
す
【
図
表
１
】。

　2
0
2
2
年
度
比
で
、
第
一
期
（
２

０
２
２
〜
２
７
）
は
２
０
２
４
年
に

1
0
6
万
人
ま
で
減
る
以
外
は
大
き
な

変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
第
二
期

（
２
０
２
８
〜
３
２
）
で
は
約
10
％
、

第
三
期
（
２
０
３
３
〜
３
７
）
で
は

約
20
％
、
第
四
期
（
２
０
３
８
〜
４

０
）
で
は
約
30
％
も
減
少
し
ま
す
。

第
二
期
以
降
の
減
少
ペ
ー
ス
を
考
え
る

と
、
減
少
幅
が
少
な
い
第
一
期
中
、
つ

ま
り
２
０
２
７
年
ま
で
が
、
人
口
減
に

備
え
る
改
革
を
実
行
す
る
ラ
ス
ト
チ
ャ

ン
ス
と
言
え
ま
す
。

　こ
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
進
学
率
や
、

高
校
生
・
高
校
の
進
学
意
識
等
が
変
わ

ら
な
い
前
提
で
２
０
４
０
年
度
の
私
立

大
学
の
入
学
者
数
を
予
測
し
た
結
果
が

【
図
表
２
】
で
す
。

　２
０
４
０
年
度
の
私
立
大
学
の
入
学

者
数
は
約
32
・
7
万
人
。
２
０
２
２
年

度
の
入
学
者
と
比
較
し
て
約
17
・
5
万

人
（
35
％
）
の
減
少
、
減
少
率
は
約

35
％
で
す
。こ
れ
を
椅
子
に
例
え
る
と
、

今
は
１
０
０
席
埋
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

20
年
後
で
は
、
ト
ッ
プ
校
の
椅
子
か
ら

順
に
埋
ま
っ
て
い
き
、
65
席
が
埋
ま
っ

た
段
階
で
残
り
35
席
分
に
相
当
す
る
大

学
の
椅
子
は
、空
席
（
＝
入
学
者
０
人
）

に
な
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
特
定
分
野
で
秀
で
た
研
究
を
め
ざ

す
、
他
大
学
が
ま
ね
で
き
な
い
教
育
を

提
供
す
る
な
ど
、
今
後
５
年
間
で
、
各

大
学
が
そ
の
強
み
を
磨
く
努
力
が
不
可

欠
で
し
ょ
う
。

　定
員
未
充
足
に
な
る
と
、す
ぐ
に「
経

営
が
危
な
い
大
学
」
と
見
ら
れ
が
ち
で

す
が
、
必
ず
し
も
定
員
未
充
足
の
大
学

＝
赤
字
経
営
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
入
学

定
員
充
足
率
で
は
、
２
０
２
２
年
度
は

約
47
％
の
私
立
大
学
が
未
充
足
で
し
た

が
【
図
表
3
】、
経
営
上
は
収
容
定
員

充
足
状
況
の
ほ
う
が
よ
り
重
要
で
す
。

さ
ら
に
【
図
表
6
】
の
よ
う
に
、
収
容

定
員
未
充
足
で
も
黒
字
の
大
学
は
あ
り

ま
す
。
実
際
の
状
況
は
財
務
を
よ
り
詳

し
く
見
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。
大
学

の
財
務
状
況
は
、「
事
業
活
動
収
支
計

算
書
」
と
「
貸
借
対
照
表
」
で
確
認
で

き
ま
す
。
中
で
も
押
さ
え
て
お
き
た
い

指
標
は
3
つ
あ
り
ま
す
【
図
表
4
】。

　ま
ず
、
確
認
し
た
い
の
が
「
事
業
活

動
収
支
計
算
書
」
の
①
経
常
収
支
差
額

比
率
で
す
。
こ
れ
は
、
大
学
の
経
常
的

活
動
の
収
支
を
把
握
す
る
も
の
で
、
こ

れ
が
プ
ラ
ス
な
ら
い
わ
ゆ
る
黒
字
、
マ

イ
ナ
ス
な
ら
赤
字
に
な
り
ま
す
。

　赤
字
の
場
合
、
ど
こ
か
で
補
填
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
際
に
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
の
が
、②
減
価
償
却
額
補

正
後
の
経
常
収
支
差
額
比
率
で
す
。①

の
計
算
に
必
要
な
経
常
収
支
差
額
に
は

現
金
の
支
出
を
伴
わ
な
い
減
価
償
却
額

が
含
ま
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
除
外
し
た

数
値
を
出
し
ま
す
。②
が
プ
ラ
ス
の
場

合
、
収
支
上
は
赤
字
で
す
が
、
現
金
は

生
み
出
さ
れ
て
い
る
状
態
で
す
。
し
か

し
、
マ
イ
ナ
ス
の
場
合
は
、
貯
金
か
ら

赤
字
を
補
填
し
て
い
る
状
態
、
つ
ま
り

現
金
が
出
て
い
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

　現
金
が
減
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

ど
れ
く
ら
い
財
政
的
余
裕
が
あ
る
の
か

把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が

わ
か
る
の
が
③
運
用
資
産
の
額
で
す
。

こ
れ
は
現
金
化
可
能
な
金
融
資
産
の
保

有
額
で
、
貸
借
対
照
表
で
確
認
で
き
ま

す
。
こ
れ
ら
の
指
標
を
見
れ
ば
、
自
学

が
今
、
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
、
将

来
的
に
ど
う
な
る
の
か
を
あ
る
程
度
、

把
握
で
き
ま
す
。
私
学
事
業
団
の
調
べ

で
は
、
私
立
大
学
の
約
33
％
が
、①
経

常
収
支
差
額
比
率
が
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
【
図
表
5
】。

　【図
表
6
】
は
経
常
収
支
差
額
比
率

と
収
容
定
員
充
足
率
を
結
び
つ
け
た
グ

ラ
フ
で
す
。
縦
軸
が
経
常
収
支
差
額
比

率
、
横
軸
が
収
容
定
員
充
足
率
で
す
。

赤
の
実
線
よ
り
上
に
あ
る
の
が
黒
字
の

大
学
、
下
に
あ
る
の
が
赤
字
の
大
学
で

す
。
収
容
定
員
充
足
率
が
1
0
0
に
満

た
な
く
て
も
、
黒
字
に
な
っ
て
い
る
大

学
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。
定
員
割

れ
で
も
収
容
定
員
充
足
率
が
80
％
以
上

で
あ
れ
ば
、
黒
字
の
大
学
は
多
く
、

80
％
が
一
つ
の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　学
問
系
統
別
の
経
常
収
支
差
額
比
率

の
状
況
も
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

【
P
．13
図
表
7
】。
こ
こ
で
は
系
統
が

異
な
る
学
部
を
設
置
す
る
大
学
を
「
複

数
学
部
」、
同
じ
系
統
の
学
部
を
複
数

ま
た
は
単
独
で
設
置
す
る
大
学
を
「
単

一
学
部
」
と
示
し
て
い
ま
す
。
全
体
と

し
て「
複
数
学
部
」よ
り
も「
単
一
学
部
」

に
経
常
収
支
差
額
比
率
マ
イ
ナ
ス
の
大

学
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
特
に
家
政
、

教
育
は
定
員
充
足
率
も
下
が
っ
て
き
て

い
る
の
で
早
急
に
対
策
す
べ
き
で
す
。

　人
口
減
に
対
応
し
た
改
革
を
進
め
る

に
は
、
ま
ず
自
学
の
現
在
地
の
確
認
が

重
要
で
す
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
財
務

状
況
を
知
っ
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
財
務
状
況
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
表
を
【
図
表
８
】
に
示
し
ま
し
た
。

準
備
す
る
の
は
、
数
年
分
の
「
事
業
活

動
収
支
計
算
書
」
と
「
貸
借
対
照
表
」、

そ
し
て
「
資
金
収
支
計
算
書
」
で
す
。

　最
初
は
、①
の
経
常
収
支
差
額
の

チ
ェ
ッ
ク
で
す
。
こ
れ
は
経
常
収
入
か

ら
経
常
支
出
を
引
い
た
額
。
プ
ラ
ス
で

あ
れ
ば
黒
字
で
す
が
、
プ
ラ
ス
幅
が

年
々
減
少
し
て
い
る
場
合
、
経
営
が
悪

化
し
て
い
る
兆
候
と
言
え
ま
す
。他
方
、

マ
イ
ナ
ス
、
つ
ま
り
赤
字
の
場
合
は
②

の
チ
ェ
ッ
ク
に
進
み
ま
す
。

　経
常
収
支
差
額
が
マ
イ
ナ
ス
の
場
合
、

経
常
支
出
か
ら
減
価
償
却
額
を
引
い
て

経
常
収
支
差
額
を
出
し
ま
す
。
プ
ラ
ス

な
ら
、
手
持
ち
の
運
用
資
産
を
減
ら
さ

ず
に
施
設
・
設
備
関
係
等
の
支
出
に
充

当
で
き
ま
す
が
、
全
て
賄
え
る
ほ
ど
の

プ
ラ
ス
で
な
け
れ
ば
、
運
用
資
産
か
ら

不
足
分
を
補
う
た
め
、
手
持
ち
資
金
は

減
少
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ス（
支
出
超
過
）

の
場
合
、
そ
れ
が
続
く
と
い
ず
れ
資
金

繰
り
に
窮
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　経
常
収
支
差
額
と
減
価
償
却
額
補
正

後
の
経
常
収
支
差
額
の
両
方
が
マ
イ
ナ

ス
な
ら
（
③
）、
運
用
資
産
で
そ
の
マ

イ
ナ
ス
分
を
、
あ
と
何
年
賄
え
る
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
（
④
）。
仮
に
不
足

分
が
50
で
も
、
運
用
資
産
が
5
0
0
あ

れ
ば
、
10
年
は
賄
え
る
と
い
う
目
算
が

立
ち
ま
す
。

　経
営
陣
は
、
こ
の
チ
ェ
ッ
ク
結
果
を

今
後
２
０
４
０
年
ま
で
に
18
歳
人
口
が

三
割
減
る
と
い
う
予
測
も
含
め
て
評

価
し
、
将
来
的
に
収
支
構
造
を
ど
う
変

え
て
い
く
の
か
を
、
考
え
る
必
要
が
あ

る
で
し
ょ
う
。

　大
学
経
営
が
悪
化
す
る
要
因
を
整
理

す
る
と
、
大
き
く
3
つ
の
類
型
、「
収

入
急
減
・
恒
常
的
収
入
不
足
型
」「
支

出
過
剰
型
」「
過
大
投
資
型
」
に
分
け

ら
れ
ま
す
【
図
表
9
】。
実
際
は
３
つ

が
絡
み
合
っ
て
経
営
が
悪
化
す
る
ケ
ー

ス
が
多
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
ら
が
生
ま

れ
る
要
因
と
し
て
は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
機

能
の
不
足
、
目
標
と
な
る
中
長
期
計
画

が
な
い
、
経
営
側
と
大
学
側
の
連
携
の

欠
如
が
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　例
え
ば
「
前
年
と
比
べ
て
○
億
円
マ

イ
ナ
ス
」
と
い
う
結
果
が
出
て
も
、「
来

年
、
な
ん
と
か
入
学
者
を
増
や
そ
う
」

と
い
う
話
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。本
来
、

経
常
収
支
差
額
が
マ
イ
ナ
ス
で
あ
れ

ば
、
将
来
に
わ
た
っ
て
リ
ス
ク
を
抱
え

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
改
革
を
進
め
て

財
務
を
改
善
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

が
、
そ
こ
ま
で
話
が
進
ま
な
い
。
あ
る

い
は
、
経
営
層
が
課
題
を
把
握
す
る
だ

け
で
、
現
場
に
十
分
な
説
明
が
な
さ
れ

て
い
な
い
。こ
う
し
た
状
況
を
脱
却
し
、

人
口
減
を
皆
で
乗
り
切
る
た
め
に
は
、

「
情
報
共
有
」と「
当
事
者
意
識
の
醸
成
」

の
2
点
が
必
須
で
す
。「
情
報
共
有
」

は
学
内
だ
け
で
な
く
、
法
人
と
大
学
の

間
で
不
足
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
よ

う
で
す
。

　「当
事
者
意
識
の
醸
成
」
に
は
、
掲

げ
た
目
標
に
対
し
て
、
ど
う
し
た
ら
達

成
で
き
る
か
、
具
体
的
な
方
策
を
各
部

署
で
考
え
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で

す
。
た
と
え
ば
「
入
学
者
を
30
人
増
」

と
い
う
目
標
の
場
合
。
短
期
的
な
方
策

と
し
て
高
校
訪
問
な
ど
の
募
集
活
動
の

強
化
策
を
、
中
長
期
的
な
方
策
と
し
て

入
試
改
革
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
各
部
署

か
ら
出
し
て
も
ら
う
↓
執
行
部
が
そ
れ

を
取
捨
選
択
し
て
計
画
に
ま
と
め
る
↓

各
部
署
が
実
行
、理
事
会
等
で
評
価
し
、

改
善
を
指
示
し
て
次
の
取
り
組
み
、
計

画
に
つ
な
げ
る
。
い
わ
ゆ
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

を
回
す
中
で
、
当
事
者
意
識
は
徐
々
に

醸
成
さ
れ
て
い
く
も
の
で
す
。

　今
後
は
、
不
採
算
部
門
の
整
理
・
縮

小
、
人
件
費
の
カ
ッ
ト
な
ど
、
痛
み
を

伴
う
改
革
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も

出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
場
合
も
改

革
後
の
プ
ラ
ン
を
し
っ
か
り
示
さ
な
い

と
、
教
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持

が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　本
事
業
団
で
は
経
営
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
【
図
表
10
】。
相
談
希
望

が
多
い
の
は
、「
財
務
の
分
析
・
比
較
」

「
人
事
政
策
・
人
件
費
の
見
直
し
」「
学

生
生
徒
等
の
確
保
」
で
す
。
事
業
団
保

有
の
デ
ー
タ
か
ら
客
観
的
な
自
学
の
現

在
地
や
収
支
の
弱
点
を
知
り
、
自
分
た

ち
が
ど
こ
に
向
か
う
の
か
、
将
来
像
を

考
え
て
計
画
的
に
経
営
改
善
に
取
り
組

ん
だ
結
果
、
経
営
悪
化
か
ら
脱
し
た
大

学
は
あ
り
ま
す
。

　あ
る
日
突
然
、
資
金
シ
ョ
ー
ト
し
て

電
気
・
ガ
ス
が
止
ま
り
、
学
生
の
教
育

機
会
を
奪
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
た

い
。
人
口
減
へ
の
対
応
は
、
ま
ず
は
自

学
の
現
在
地
の
確
認
か
ら
で
す
。
改
革

の
リ
ミ
ッ
ト
ま
で
、
あ
と
5
年
で
す
。

経
営
悪
化
か
ら

脱
却
す
る
に
は
？

自
学
の
財
務
状
況
を

知
る
に
は
？

経常
収入
45

経常
支出
50

うち減価
償却（15）

うち減価
償却（15）

経常収支差額
（△5）

減価償却額を
除外した場合の
プラス（+10）
＝キャッシュの
増加

経常
支出
50

経常収支差額（+10）

経常
収入
60

経常
収入
30

経常支出
50

減価償却額
を除外した

経常支出35

さらに施設関係、設備関係、借入金等返済の
支出が見込まれる場合は運用資産で賄うこと
になる＝運用資産の減少

運用
資産
500

減価償却額を除外
した補正後の
経常収支差額△5

運用資産が
枯渇するまでの
年数500/5
＝100年

運用
資産
200

資金不足
50

減価償却額を
除外した
補正後の
経常収支差額
△250

うち減価
償却額
（15）

経常収支
差額

（△20）

施設設備計画等により運用資産
が大幅に減少しなければ当面、資
金繰りに支障はないと考えられる

【図表8】自学の経営状況は？～財務状況簡易セルフチェック表【図表9】ガバナンス不足、中長期計画がない、法人と大学の関係に難～私立大学等の財務悪化の構造

【図表10】財務分析や人事政策・人件費見直しが多い～私学事業団への経営相談の主な希望項目

相談内容 具体例

合計（重複回答可）

管理運営、組織の活性化

教育条件の比較・分析

財務の分析・比較
学生生徒等の確保

人事政策・人件費の見直し

収入の確保、経費の節減

その他の課題
専門家を活用した相談

9

6

17

11

15

9

7

0

74

11

3

14

8

14

8

4

4

66

12.2

8.1

23.0

14.9

20.3

12.2

9.5

0.0

100.0

16.7

4.5

21.2

12.1

21.2

12.1

6.1

6.1

100.0

8

5

13

11

17

17

4

3

78

10.3

6.4

16.7

14.1

21.8

21.8

5.1

3.8

100.0

4

1

7

5

11

6

1

2

37

10.8

2.7

18.9

13.5

29.7

16.2

2.7

5.4

100.0

7

4

17

10

11

9

1

1

60

11.7

6.7

28.3

16.7

18.3

15.0

1.7

1.7

100.0

件数 割合件数 割合件数 割合件数 割合件数 割合
2017 2018 2019 2020 2021

中長期計画・改組転換、組織・理事会の運営、規程の見直し、情報公開・事業報告書、リスクマネジメント

教育条件の規模別・系統別・地区別比較、教職員の資質向上、キャリア支援、学生生徒等の生活支援

財務分析手法、規模別・系統別・地区別比較、キャッシュフロー分析、教職員の規模分析、シミュレーション

募集活動、広報活動、入試戦略、地域連携・交流、入学志願動向

人事考課制度、人件費管理、給与制度・支給基準、定年・早期退職制度

外部資金の獲得（補助金等）、子会社設立、収益事業、諸経費節減手法

（内部環境） 補助金の減少
収入の減少

（人数面）

（単価面）支出過剰型
（人件費等
 過大型）

経費の増大

過大投資型
（経営マインド
 欠如型）

運用資産の減少

支出の増大

収支悪化

借入金へ依存

過去の蓄積
資産の取り崩し

経営改善
計画の策定

不採算部門
の整理・縮小

遊休資産の
処分

上記を発生させやすい定性的な要因 ガバナンス機能の不足 目標となる中長期計画が存在しない 理事者側と教学側の連携協力の欠如

収入急減・
恒常的
収入不足型

（学生数減少型）

準備大学の収入の8～9割は学納金、1割が補助金のため収入の大部分は学生数で決まる。《学納金＝人数（学生数）×単価（授業料等）》
（外部環境）●地域の１８歳人口の減少 ●地域ニーズの減少 ●経済事情

●学校としての魅力の欠如 ●中退率の増加 ●施設の老朽化

学納金の減少

大学の支出の５～６割は人件費であり、その水準は教職員数と給与水準で決まる。《人件費＝人数（教職員数）×単価（給与等）》

教職員数が過剰（教育研究活動規模を大幅に上回る教員数、雇用形態・定年制等）

給与水準が高い（私学の教職員の給与は年功序列で、これを途中から下げることは困難）
人件費の固定化

奨学費過大（実質的な学納金収入の減少）

その他の経費増大（ICTの整備高度化、漫然とした契約等）

●将来計画のない施設設備投資 ●将来予測を誤った施設設備投資
借入金へ依存＝借入金返済・利息負担増加

１

2

3

□事業活動収支計算書（大学のその年の稼ぎがわかる。全ての事業活動収入とその支出の全容を表す）×複数年度分　　　
□貸借対照表（大学の資産と負債がわかる）×複数年度分　□資金収支計算書（施設・設備関係支出、借入金等返済支出がわかる）×複数年度分   

チェック内容 財務状況の評価 イメージ

①経常収支差額がプラスかマイナ
スか？（マイナスである要因が、短
期的かつ計画的なものである場
合を除く）またはプラスでも、プラス
幅が経年で減少していないか？　

②経常収支差額がマイナスの場
合、減価償却額（教育研究経費
及び管理経費）を除外した際の経
常収支差額はプラスかマイナス
か？

③経常収支差額がマイナス、減
価償却額補正後の経常収支差
額もマイナスになっていないか？

④運用資産で減価償却額補正後
の経常収支のマイナス分を賄うこ
とができるか？

▶プラスで、プラス幅も経年で減少せず：黒字。経常収支差額
のプラス額で施設関係支出、設備関係支出、借入金等返済支
出を賄うことができれば健全な経営が見込まれる
▶プラスだが、プラスの幅が経年で減少：黒字だが、減少の要因が
短期的かつ計画的なものでなかったら、経営悪化の兆候として捉える
▶マイナス：赤字（＝支出超過）→②へ 　 　 　 　 　
　　　　　　
▶プラス：経常的な活動では収入超過なので運用資産は減少し
ないが、その超過分で施設関係支出、設備関係支出、借入金等
の返済を賄うことができなければ運用資産＊1の減少につながる
▶マイナス：支出超過なので運用資産の減少につながり、
いずれ資金ショートの恐れがある→③へ

▶マイナス＝支出超過なので、運用資産の減少につながる（支
出超過分、施設関係支出、設備関係支出、借入金等返済支出
の合計額相当分が運用資産から減少）。減少分を運用資産で
賄えない場合は、資金ショートの恐れがある。ただし、運用資産が
十分で、長期にわたって減少分を賄うことができれば、当面、資
金繰りに窮することはないと考えられる。賄うことができる年数≒
資金ショートが発生するまでの残年数

▶賄うことができない場合、運用資産が十分になく資金ショートの
恐れがある。自己資金の投入、借入金、寄付金等により新たな資金
を確保しないと支払等の遅延、不能等が生じる恐れがある。授業継
続（教育機会の保護）、教職員の雇用等の問題が生じる恐れがある。
賄うことができる年数≒資金ショートが発生するまでの残年数

+10で施設関係支出、
設備関係支出、借入金
等返済支出を賄うことが
できなければ運用資産の
減少が見込まれる

経常収支差額+10で施
設関係支出、設備関係
支出、借入金等返済支
出を賄うことができれば
健全な経営が見込まれる

マイナス分を運用
資産で賄っていく
と、いずれ資金繰
りに窮することに
なる

資金不足50＝資金ショート新
たに資金を確保しなければ、
支払の遅延、未払等が発生
するおそれがある

減価償却額を除外
した場合でも
マイナス（△5）
＝運用資産の減少

＊１　貸借対照表の資産の部にある「（固定資産）特定資産」「（固定資産）その他固定資産の有価証券」「（流動資産）現金預金」「（流動資産）有価証券」の合計額
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＊【図表８～10】は私学事業団提供資料を基に作成

　２
０
４
０
年
の
私
立
大
学
経
営
を
考

え
る
う
え
で
前
提
と
な
る
18
歳
人
口
の

動
態
予
測
を
ま
ず
は
振
り
返
り
ま
す
。

　２
０
２
２
年
の
18
歳
人
口
は
１
１
２

万
人
。
そ
れ
が
、
２
０
４
０
年
に
は
81

万
人
に
ま
で
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
ま

す
。
減
少
数
は
31
万
人
（
減
少
率
27
・

6
％
）
で
す
。
２
０
１
８
年
に
文
科
省

が
出
し
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
答
申
で

は
88
万
人
と
い
う
推
計
で
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
等
の
影
響
も
あ
り
、
当
時
よ
り

7
万
人
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　18
歳
人
口
の
減
少
は
同
じ
ペ
ー
ス
で

続
く
わ
け
で
は
な
く
、
４
つ
の
段
階
を

経
て
減
少
し
て
い
き
ま
す
【
図
表
１
】。

　2
0
2
2
年
度
比
で
、
第
一
期
（
２

０
２
２
〜
２
７
）
は
２
０
２
４
年
に

1
0
6
万
人
ま
で
減
る
以
外
は
大
き
な

変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
第
二
期

（
２
０
２
８
〜
３
２
）
で
は
約
10
％
、

第
三
期
（
２
０
３
３
〜
３
７
）
で
は

約
20
％
、
第
四
期
（
２
０
３
８
〜
４

０
）
で
は
約
30
％
も
減
少
し
ま
す
。

第
二
期
以
降
の
減
少
ペ
ー
ス
を
考
え
る

と
、
減
少
幅
が
少
な
い
第
一
期
中
、
つ

ま
り
２
０
２
７
年
ま
で
が
、
人
口
減
に

備
え
る
改
革
を
実
行
す
る
ラ
ス
ト
チ
ャ

ン
ス
と
言
え
ま
す
。

　こ
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
進
学
率
や
、

高
校
生
・
高
校
の
進
学
意
識
等
が
変
わ

ら
な
い
前
提
で
２
０
４
０
年
度
の
私
立

大
学
の
入
学
者
数
を
予
測
し
た
結
果
が

【
図
表
２
】
で
す
。

　２
０
４
０
年
度
の
私
立
大
学
の
入
学

者
数
は
約
32
・
7
万
人
。
２
０
２
２
年

度
の
入
学
者
と
比
較
し
て
約
17
・
5
万

人
（
35
％
）
の
減
少
、
減
少
率
は
約

35
％
で
す
。こ
れ
を
椅
子
に
例
え
る
と
、

今
は
１
０
０
席
埋
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

20
年
後
で
は
、
ト
ッ
プ
校
の
椅
子
か
ら

順
に
埋
ま
っ
て
い
き
、
65
席
が
埋
ま
っ

た
段
階
で
残
り
35
席
分
に
相
当
す
る
大

学
の
椅
子
は
、空
席
（
＝
入
学
者
０
人
）

に
な
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
特
定
分
野
で
秀
で
た
研
究
を
め
ざ

す
、
他
大
学
が
ま
ね
で
き
な
い
教
育
を

提
供
す
る
な
ど
、
今
後
５
年
間
で
、
各

大
学
が
そ
の
強
み
を
磨
く
努
力
が
不
可

欠
で
し
ょ
う
。

　定
員
未
充
足
に
な
る
と
、す
ぐ
に「
経

営
が
危
な
い
大
学
」
と
見
ら
れ
が
ち
で

す
が
、
必
ず
し
も
定
員
未
充
足
の
大
学

＝
赤
字
経
営
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
入
学

定
員
充
足
率
で
は
、
２
０
２
２
年
度
は

約
47
％
の
私
立
大
学
が
未
充
足
で
し
た

が
【
図
表
3
】、
経
営
上
は
収
容
定
員

充
足
状
況
の
ほ
う
が
よ
り
重
要
で
す
。

さ
ら
に
【
図
表
6
】
の
よ
う
に
、
収
容

定
員
未
充
足
で
も
黒
字
の
大
学
は
あ
り

ま
す
。
実
際
の
状
況
は
財
務
を
よ
り
詳

し
く
見
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。
大
学

の
財
務
状
況
は
、「
事
業
活
動
収
支
計

算
書
」
と
「
貸
借
対
照
表
」
で
確
認
で

き
ま
す
。
中
で
も
押
さ
え
て
お
き
た
い

指
標
は
3
つ
あ
り
ま
す
【
図
表
4
】。

　ま
ず
、
確
認
し
た
い
の
が
「
事
業
活

動
収
支
計
算
書
」
の
①
経
常
収
支
差
額

比
率
で
す
。
こ
れ
は
、
大
学
の
経
常
的

活
動
の
収
支
を
把
握
す
る
も
の
で
、
こ

れ
が
プ
ラ
ス
な
ら
い
わ
ゆ
る
黒
字
、
マ

イ
ナ
ス
な
ら
赤
字
に
な
り
ま
す
。

　赤
字
の
場
合
、
ど
こ
か
で
補
填
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
際
に
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
の
が
、②
減
価
償
却
額
補

正
後
の
経
常
収
支
差
額
比
率
で
す
。①

の
計
算
に
必
要
な
経
常
収
支
差
額
に
は

現
金
の
支
出
を
伴
わ
な
い
減
価
償
却
額

が
含
ま
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
除
外
し
た

数
値
を
出
し
ま
す
。②
が
プ
ラ
ス
の
場

合
、
収
支
上
は
赤
字
で
す
が
、
現
金
は

生
み
出
さ
れ
て
い
る
状
態
で
す
。
し
か

し
、
マ
イ
ナ
ス
の
場
合
は
、
貯
金
か
ら

赤
字
を
補
填
し
て
い
る
状
態
、
つ
ま
り

現
金
が
出
て
い
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

　現
金
が
減
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

ど
れ
く
ら
い
財
政
的
余
裕
が
あ
る
の
か

把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が

わ
か
る
の
が
③
運
用
資
産
の
額
で
す
。

こ
れ
は
現
金
化
可
能
な
金
融
資
産
の
保

有
額
で
、
貸
借
対
照
表
で
確
認
で
き
ま

す
。
こ
れ
ら
の
指
標
を
見
れ
ば
、
自
学

が
今
、
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
、
将

来
的
に
ど
う
な
る
の
か
を
あ
る
程
度
、

把
握
で
き
ま
す
。
私
学
事
業
団
の
調
べ

で
は
、
私
立
大
学
の
約
33
％
が
、①
経

常
収
支
差
額
比
率
が
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
【
図
表
5
】。

　【図
表
6
】
は
経
常
収
支
差
額
比
率

と
収
容
定
員
充
足
率
を
結
び
つ
け
た
グ

ラ
フ
で
す
。
縦
軸
が
経
常
収
支
差
額
比

率
、
横
軸
が
収
容
定
員
充
足
率
で
す
。

赤
の
実
線
よ
り
上
に
あ
る
の
が
黒
字
の

大
学
、
下
に
あ
る
の
が
赤
字
の
大
学
で

す
。
収
容
定
員
充
足
率
が
1
0
0
に
満

た
な
く
て
も
、
黒
字
に
な
っ
て
い
る
大

学
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。
定
員
割

れ
で
も
収
容
定
員
充
足
率
が
80
％
以
上

で
あ
れ
ば
、
黒
字
の
大
学
は
多
く
、

80
％
が
一
つ
の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　学
問
系
統
別
の
経
常
収
支
差
額
比
率

の
状
況
も
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

【
P
．13
図
表
7
】。
こ
こ
で
は
系
統
が

異
な
る
学
部
を
設
置
す
る
大
学
を
「
複

数
学
部
」、
同
じ
系
統
の
学
部
を
複
数

ま
た
は
単
独
で
設
置
す
る
大
学
を
「
単

一
学
部
」
と
示
し
て
い
ま
す
。
全
体
と

し
て「
複
数
学
部
」よ
り
も「
単
一
学
部
」

に
経
常
収
支
差
額
比
率
マ
イ
ナ
ス
の
大

学
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
特
に
家
政
、

教
育
は
定
員
充
足
率
も
下
が
っ
て
き
て

い
る
の
で
早
急
に
対
策
す
べ
き
で
す
。

　人
口
減
に
対
応
し
た
改
革
を
進
め
る

に
は
、
ま
ず
自
学
の
現
在
地
の
確
認
が

重
要
で
す
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
財
務

状
況
を
知
っ
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
財
務
状
況
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
表
を
【
図
表
８
】
に
示
し
ま
し
た
。

準
備
す
る
の
は
、
数
年
分
の
「
事
業
活

動
収
支
計
算
書
」
と
「
貸
借
対
照
表
」、

そ
し
て
「
資
金
収
支
計
算
書
」
で
す
。

　最
初
は
、①
の
経
常
収
支
差
額
の

チ
ェ
ッ
ク
で
す
。
こ
れ
は
経
常
収
入
か

ら
経
常
支
出
を
引
い
た
額
。
プ
ラ
ス
で

あ
れ
ば
黒
字
で
す
が
、
プ
ラ
ス
幅
が

年
々
減
少
し
て
い
る
場
合
、
経
営
が
悪

化
し
て
い
る
兆
候
と
言
え
ま
す
。他
方
、

マ
イ
ナ
ス
、
つ
ま
り
赤
字
の
場
合
は
②

の
チ
ェ
ッ
ク
に
進
み
ま
す
。

　経
常
収
支
差
額
が
マ
イ
ナ
ス
の
場
合
、

経
常
支
出
か
ら
減
価
償
却
額
を
引
い
て

経
常
収
支
差
額
を
出
し
ま
す
。
プ
ラ
ス

な
ら
、
手
持
ち
の
運
用
資
産
を
減
ら
さ

ず
に
施
設
・
設
備
関
係
等
の
支
出
に
充

当
で
き
ま
す
が
、
全
て
賄
え
る
ほ
ど
の

プ
ラ
ス
で
な
け
れ
ば
、
運
用
資
産
か
ら

不
足
分
を
補
う
た
め
、
手
持
ち
資
金
は

減
少
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ス（
支
出
超
過
）

の
場
合
、
そ
れ
が
続
く
と
い
ず
れ
資
金

繰
り
に
窮
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　経
常
収
支
差
額
と
減
価
償
却
額
補
正

後
の
経
常
収
支
差
額
の
両
方
が
マ
イ
ナ

ス
な
ら
（
③
）、
運
用
資
産
で
そ
の
マ

イ
ナ
ス
分
を
、
あ
と
何
年
賄
え
る
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
（
④
）。
仮
に
不
足

分
が
50
で
も
、
運
用
資
産
が
5
0
0
あ

れ
ば
、
10
年
は
賄
え
る
と
い
う
目
算
が

立
ち
ま
す
。

　経
営
陣
は
、
こ
の
チ
ェ
ッ
ク
結
果
を

今
後
２
０
４
０
年
ま
で
に
18
歳
人
口
が

三
割
減
る
と
い
う
予
測
も
含
め
て
評

価
し
、
将
来
的
に
収
支
構
造
を
ど
う
変

え
て
い
く
の
か
を
、
考
え
る
必
要
が
あ

る
で
し
ょ
う
。

　大
学
経
営
が
悪
化
す
る
要
因
を
整
理

す
る
と
、
大
き
く
3
つ
の
類
型
、「
収

入
急
減
・
恒
常
的
収
入
不
足
型
」「
支

出
過
剰
型
」「
過
大
投
資
型
」
に
分
け

ら
れ
ま
す
【
図
表
9
】。
実
際
は
３
つ

が
絡
み
合
っ
て
経
営
が
悪
化
す
る
ケ
ー

ス
が
多
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
ら
が
生
ま

れ
る
要
因
と
し
て
は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
機

能
の
不
足
、
目
標
と
な
る
中
長
期
計
画

が
な
い
、
経
営
側
と
大
学
側
の
連
携
の

欠
如
が
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　例
え
ば
「
前
年
と
比
べ
て
○
億
円
マ

イ
ナ
ス
」
と
い
う
結
果
が
出
て
も
、「
来

年
、
な
ん
と
か
入
学
者
を
増
や
そ
う
」

と
い
う
話
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。本
来
、

経
常
収
支
差
額
が
マ
イ
ナ
ス
で
あ
れ

ば
、
将
来
に
わ
た
っ
て
リ
ス
ク
を
抱
え

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
改
革
を
進
め
て

財
務
を
改
善
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

が
、
そ
こ
ま
で
話
が
進
ま
な
い
。
あ
る

い
は
、
経
営
層
が
課
題
を
把
握
す
る
だ

け
で
、
現
場
に
十
分
な
説
明
が
な
さ
れ

て
い
な
い
。こ
う
し
た
状
況
を
脱
却
し
、

人
口
減
を
皆
で
乗
り
切
る
た
め
に
は
、

「
情
報
共
有
」と「
当
事
者
意
識
の
醸
成
」

の
2
点
が
必
須
で
す
。「
情
報
共
有
」

は
学
内
だ
け
で
な
く
、
法
人
と
大
学
の

間
で
不
足
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
よ

う
で
す
。

　「当
事
者
意
識
の
醸
成
」
に
は
、
掲

げ
た
目
標
に
対
し
て
、
ど
う
し
た
ら
達

成
で
き
る
か
、
具
体
的
な
方
策
を
各
部

署
で
考
え
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で

す
。
た
と
え
ば
「
入
学
者
を
30
人
増
」

と
い
う
目
標
の
場
合
。
短
期
的
な
方
策

と
し
て
高
校
訪
問
な
ど
の
募
集
活
動
の

強
化
策
を
、
中
長
期
的
な
方
策
と
し
て

入
試
改
革
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
各
部
署

か
ら
出
し
て
も
ら
う
↓
執
行
部
が
そ
れ

を
取
捨
選
択
し
て
計
画
に
ま
と
め
る
↓

各
部
署
が
実
行
、理
事
会
等
で
評
価
し
、

改
善
を
指
示
し
て
次
の
取
り
組
み
、
計

画
に
つ
な
げ
る
。
い
わ
ゆ
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

を
回
す
中
で
、
当
事
者
意
識
は
徐
々
に

醸
成
さ
れ
て
い
く
も
の
で
す
。

　今
後
は
、
不
採
算
部
門
の
整
理
・
縮

小
、
人
件
費
の
カ
ッ
ト
な
ど
、
痛
み
を

伴
う
改
革
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も

出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
場
合
も
改

革
後
の
プ
ラ
ン
を
し
っ
か
り
示
さ
な
い

と
、
教
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持

が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　本
事
業
団
で
は
経
営
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
【
図
表
10
】。
相
談
希
望

が
多
い
の
は
、「
財
務
の
分
析
・
比
較
」

「
人
事
政
策
・
人
件
費
の
見
直
し
」「
学

生
生
徒
等
の
確
保
」
で
す
。
事
業
団
保

有
の
デ
ー
タ
か
ら
客
観
的
な
自
学
の
現

在
地
や
収
支
の
弱
点
を
知
り
、
自
分
た

ち
が
ど
こ
に
向
か
う
の
か
、
将
来
像
を

考
え
て
計
画
的
に
経
営
改
善
に
取
り
組

ん
だ
結
果
、
経
営
悪
化
か
ら
脱
し
た
大

学
は
あ
り
ま
す
。

　あ
る
日
突
然
、
資
金
シ
ョ
ー
ト
し
て

電
気
・
ガ
ス
が
止
ま
り
、
学
生
の
教
育

機
会
を
奪
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
た

い
。
人
口
減
へ
の
対
応
は
、
ま
ず
は
自

学
の
現
在
地
の
確
認
か
ら
で
す
。
改
革

の
リ
ミ
ッ
ト
ま
で
、
あ
と
5
年
で
す
。

経
営
悪
化
か
ら

脱
却
す
る
に
は
？

自
学
の
財
務
状
況
を

知
る
に
は
？

経常
収入
45

経常
支出
50

うち減価
償却（15）

うち減価
償却（15）

経常収支差額
（△5）

減価償却額を
除外した場合の
プラス（+10）
＝キャッシュの
増加

経常
支出
50

経常収支差額（+10）

経常
収入
60

経常
収入
30

経常支出
50

減価償却額
を除外した

経常支出35

さらに施設関係、設備関係、借入金等返済の
支出が見込まれる場合は運用資産で賄うこと
になる＝運用資産の減少

運用
資産
500

減価償却額を除外
した補正後の
経常収支差額△5

運用資産が
枯渇するまでの
年数500/5
＝100年

運用
資産
200

資金不足
50

減価償却額を
除外した
補正後の
経常収支差額
△250

うち減価
償却額
（15）

経常収支
差額

（△20）

施設設備計画等により運用資産
が大幅に減少しなければ当面、資
金繰りに支障はないと考えられる

【図表8】自学の経営状況は？～財務状況簡易セルフチェック表【図表9】ガバナンス不足、中長期計画がない、法人と大学の関係に難～私立大学等の財務悪化の構造

【図表10】財務分析や人事政策・人件費見直しが多い～私学事業団への経営相談の主な希望項目

相談内容 具体例

合計（重複回答可）

管理運営、組織の活性化

教育条件の比較・分析

財務の分析・比較
学生生徒等の確保

人事政策・人件費の見直し

収入の確保、経費の節減

その他の課題
専門家を活用した相談

9

6

17

11

15

9

7

0

74

11

3

14

8

14

8

4

4

66

12.2

8.1

23.0

14.9

20.3

12.2

9.5

0.0

100.0

16.7

4.5

21.2

12.1

21.2

12.1

6.1

6.1

100.0

8

5

13

11

17

17

4

3

78

10.3

6.4

16.7

14.1

21.8

21.8

5.1

3.8

100.0

4

1

7

5

11

6

1

2

37

10.8

2.7

18.9

13.5

29.7

16.2

2.7

5.4

100.0

7

4

17

10

11

9

1

1

60

11.7

6.7

28.3

16.7

18.3

15.0

1.7

1.7

100.0

件数 割合件数 割合件数 割合件数 割合件数 割合
2017 2018 2019 2020 2021

中長期計画・改組転換、組織・理事会の運営、規程の見直し、情報公開・事業報告書、リスクマネジメント

教育条件の規模別・系統別・地区別比較、教職員の資質向上、キャリア支援、学生生徒等の生活支援

財務分析手法、規模別・系統別・地区別比較、キャッシュフロー分析、教職員の規模分析、シミュレーション

募集活動、広報活動、入試戦略、地域連携・交流、入学志願動向

人事考課制度、人件費管理、給与制度・支給基準、定年・早期退職制度

外部資金の獲得（補助金等）、子会社設立、収益事業、諸経費節減手法

（内部環境） 補助金の減少
収入の減少

（人数面）

（単価面）支出過剰型
（人件費等
 過大型）

経費の増大

過大投資型
（経営マインド
 欠如型）

運用資産の減少

支出の増大

収支悪化

借入金へ依存

過去の蓄積
資産の取り崩し

経営改善
計画の策定

不採算部門
の整理・縮小

遊休資産の
処分

上記を発生させやすい定性的な要因 ガバナンス機能の不足 目標となる中長期計画が存在しない 理事者側と教学側の連携協力の欠如

収入急減・
恒常的
収入不足型

（学生数減少型）

準備大学の収入の8～9割は学納金、1割が補助金のため収入の大部分は学生数で決まる。《学納金＝人数（学生数）×単価（授業料等）》
（外部環境）●地域の１８歳人口の減少 ●地域ニーズの減少 ●経済事情

●学校としての魅力の欠如 ●中退率の増加 ●施設の老朽化

学納金の減少

大学の支出の５～６割は人件費であり、その水準は教職員数と給与水準で決まる。《人件費＝人数（教職員数）×単価（給与等）》

教職員数が過剰（教育研究活動規模を大幅に上回る教員数、雇用形態・定年制等）

給与水準が高い（私学の教職員の給与は年功序列で、これを途中から下げることは困難）
人件費の固定化

奨学費過大（実質的な学納金収入の減少）

その他の経費増大（ICTの整備高度化、漫然とした契約等）

●将来計画のない施設設備投資 ●将来予測を誤った施設設備投資
借入金へ依存＝借入金返済・利息負担増加

１

2

3

□事業活動収支計算書（大学のその年の稼ぎがわかる。全ての事業活動収入とその支出の全容を表す）×複数年度分　　　
□貸借対照表（大学の資産と負債がわかる）×複数年度分　□資金収支計算書（施設・設備関係支出、借入金等返済支出がわかる）×複数年度分   

チェック内容 財務状況の評価 イメージ

①経常収支差額がプラスかマイナ
スか？（マイナスである要因が、短
期的かつ計画的なものである場
合を除く）またはプラスでも、プラス
幅が経年で減少していないか？　

②経常収支差額がマイナスの場
合、減価償却額（教育研究経費
及び管理経費）を除外した際の経
常収支差額はプラスかマイナス
か？

③経常収支差額がマイナス、減
価償却額補正後の経常収支差
額もマイナスになっていないか？

④運用資産で減価償却額補正後
の経常収支のマイナス分を賄うこ
とができるか？

▶プラスで、プラス幅も経年で減少せず：黒字。経常収支差額
のプラス額で施設関係支出、設備関係支出、借入金等返済支
出を賄うことができれば健全な経営が見込まれる
▶プラスだが、プラスの幅が経年で減少：黒字だが、減少の要因が
短期的かつ計画的なものでなかったら、経営悪化の兆候として捉える
▶マイナス：赤字（＝支出超過）→②へ 　 　 　 　 　
　　　　　　
▶プラス：経常的な活動では収入超過なので運用資産は減少し
ないが、その超過分で施設関係支出、設備関係支出、借入金等
の返済を賄うことができなければ運用資産＊1の減少につながる
▶マイナス：支出超過なので運用資産の減少につながり、
いずれ資金ショートの恐れがある→③へ

▶マイナス＝支出超過なので、運用資産の減少につながる（支
出超過分、施設関係支出、設備関係支出、借入金等返済支出
の合計額相当分が運用資産から減少）。減少分を運用資産で
賄えない場合は、資金ショートの恐れがある。ただし、運用資産が
十分で、長期にわたって減少分を賄うことができれば、当面、資
金繰りに窮することはないと考えられる。賄うことができる年数≒
資金ショートが発生するまでの残年数

▶賄うことができない場合、運用資産が十分になく資金ショートの
恐れがある。自己資金の投入、借入金、寄付金等により新たな資金
を確保しないと支払等の遅延、不能等が生じる恐れがある。授業継
続（教育機会の保護）、教職員の雇用等の問題が生じる恐れがある。
賄うことができる年数≒資金ショートが発生するまでの残年数

+10で施設関係支出、
設備関係支出、借入金
等返済支出を賄うことが
できなければ運用資産の
減少が見込まれる

経常収支差額+10で施
設関係支出、設備関係
支出、借入金等返済支
出を賄うことができれば
健全な経営が見込まれる

マイナス分を運用
資産で賄っていく
と、いずれ資金繰
りに窮することに
なる

資金不足50＝資金ショート新
たに資金を確保しなければ、
支払の遅延、未払等が発生
するおそれがある

減価償却額を除外
した場合でも
マイナス（△5）
＝運用資産の減少

＊１　貸借対照表の資産の部にある「（固定資産）特定資産」「（固定資産）その他固定資産の有価証券」「（流動資産）現金預金」「（流動資産）有価証券」の合計額


